
 

 

 

 

令 和 5 年 7 月 6 日 

大 洲 河 川 国 道 事 務 所 

肱川緊急治水対策河川事務所 

肱川ダム統合管理事務所 

愛媛県大洲土木事務所 

 

令和５年７月の梅雨前線に伴う大雨における肱川の
出水への対応 

【速報】 
～肱川の氾濫による浸水被害を大幅に軽減～ 

 
 

肱川流域は、令和 5 年 7 月 1 日に梅雨前線の影響により、肱川橋上流域平均総雨量で 224.5

㎜（時間最大雨量 23.0 ㎜）を記録し、大洲第二水位観測所（肱川橋地点）では避難判断水位

（4.80ｍ）を越え最高水位は 5.28ｍに達しました。 

 

今回の出水では、肱川上流域の野村ダムと鹿野川ダムで洪水調節を行い流量を低減させ、

ダムより下流全川に渡って水位低減を行いました。鹿野川ダムでは約 1,150 万 m3（野村ダム

の貯水容量と同等）の洪水貯留を行いましたが、同規模の流入量となる平成 23 年 9 月洪水と

比較すると、鹿野川ダム改造後の洪水調節及び河道改修進捗の効果により、阿蔵箇所（肱川

18.0k 左岸）の水位を約 1.2m 低減させたと推定されます。 

 

この効果により、肱川の氾濫による（外水を主な原因とする）家屋浸水を回避したと推定

されます。 

 

また、肱川本川及び矢落川の 5 箇所に排水ポンプ車 7台を配備しました。そのうち 4 箇所

で排水ポンプ車を稼動、都谷川排水樋門配備では 3 台の排水ポンプ車を稼働し、合計約

123,000ｍ３の排水を行うことで浸水被害の軽減に努めました。 

 

なお、資料における数値は速報値であり、今後修正する可能性があります。 

本施策は、四国圏広域地方計画「NO.1 南海トラフ地震を初めとする大規模自然災害等への「支国」防災力向上プ

ロジェクト」の取り組みに該当します。 
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問い合わせ先 

◎：主な問い合わせ先



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

令和５年７月６日

大洲河川国道事務所
肱川緊急治水対策河川事務所

肱川ダム統合管理事務所
愛媛県大洲土木事務所

令和５年７月梅雨前線豪雨の概要
【肱川】

※本資料における数値は速報値に基づくものであるため、今後変更となる場合があります。
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１．気象の概要について

■九州北部から東北付近にのびる前線の活動が活発となり、広範囲で大気の状態が非常に不安定となりました。
■6月30日の夜から7月1日明け方にかけ非常に強い雨が降り続き、九州北部で線状降水帯が発生するなど西日
本を中心に大雨となり、肱川流域においても、この梅雨前線の影響で大雨となりました。

■6月30日6時から7月1日19時までの期間で、肱川橋上流域の平均雨量の総雨量は224.5mmを観測しました。

■天気図（気象庁提供）

■レーダ雨量実況図（国土交通省） ■肱川 肱川橋（大洲第二）地点 7月1日11:20 水位5.28m

■アメダス期間降水量（令和5年6月30日～7月1日）

7月1日 4:00

松山地方気象台提供

気象庁提供

7月1日 5:00

7月1日 6:00 7月1日 7:00

肱川
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１．気象の概要について

■河川水位は、大洲第二水位観測所において1日11:20に5.28mを観測、避難判断水位（4.80m）を超過しました。
■河川水位は、大川水位観測所において1日9:00に5.56mを観測、避難判断水位（4.90m）を超過しました。

■累加雨量

最高水位 5.28m
令和5年7月1日 11:20

最大時間雨量 23.0mm
令和5年7月1日 6:00～7:00

総雨量約224.5mm
（24時間雨量約200mm）

大洲第二水位観測所 大川水位観測所

氾濫危険水位 5.65m

避難判断水位 4.90m

最高水位 5.56m
令和5年7月1日 9:00

判断注意水位 4.50m

水防団待機水位 3.38m

R5.6.30～R6.7.1 肱川橋上流域 平均雨量
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H23.9出水 R5.7出水

２．野村ダムと鹿野川ダム改造及び河道改修による効果
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○梅雨前線の影響により、肱川水系大洲上流域において約224mm（6月30日6時～7月1日19時）の累加雨量を観
測。

○鹿野川ダムでは令和元年6月に改造事業（洪水調節容量の増加、放流能力の増加）が完了するとともに、野
村、鹿野川両ダムの操作規則を見直して運用している。

○鹿野川ダムで最大約1,488m3/sの流入量を記録し、約1,150万m3の洪水を貯留したが、同規模の平成23年9月
出水（約1,440m3/s）と比較すると、鹿野川ダム改造後の洪水調節及び河道改修進捗の効果により、下流阿蔵
箇所（肱川18.0k）の水位を約1.2m低減させ、外水を主な原因とする家屋浸水を回避したと推定。

H23.9出水における鹿野川ダム上流域の雨とダム操作

R5.7出水における鹿野川ダム上流域の雨とダム操作

流下量876m3/s

（戸）
（mm）

H23.9出水 TP. 15.34m

阿蔵箇所（肱川左岸18.0k）

約1.19m水位を低減

R5.7出水 TP. 14.15mH23.9時点堤防高さ

R5.7時点堤防高さ

肱川

最大で毎秒約891m3の洪水を貯留
し、下流河川の水位を低減
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白滝地区
八多喜地区

春賀地区

豊中地区

伊洲子地区

東大洲地区

西大洲地区

都谷川排水樋門：排水ポンプ車3台
（150m3/分、 20m3/分、 15m3/分）配置

惣瀬地区

上老松地区長浜地区

沖浦地区

新谷地区

五郎地区

峠地区

阿蔵地区

玉川・只越地区

如法寺地区

柚木地区

新
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白
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大
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山高川樋門：排水ポンプ車１台
（20m3/分）配置

都谷川排水樋門

滝川樋門：排水ポンプ車１台
（30m3/分）配置

武田川樋門：排水ポンプ車１台
（30m3/分）配置

場所
ポンプ⾞
排⽔量 稼働状況 排⽔量

m3/min 開始時刻停⽌時刻 時間
(min) (m3)

肱
川
滝川樋⾨ 30 11:30 16:00 270 8,100
武⽥川樋⾨ 30 10:00 15:35 335 10,050
⼭⾼川樋⾨ 20 10:30 16:25 355 7,100

⽮
落
川
都⾕川排⽔
樋⾨

15 13:20 16:55 215 3,225
20 14:25 17:00 155 3,100
150 8:25 18:35 610 91,500 4

■梅雨前線に伴う大雨により肱川本川の水位が上昇し、肱川では白滝地区、山高地区、阿蔵地区、矢落川では
東大洲地区、新谷地区の内水氾濫による浸水被害を軽減するため、樋門操作を適切に行いました。また、排
水ポンプ車を配置し、稼働させる事により約123千m3を排水し、浸水被害の軽減に努めました。

３．被害軽減対策について

滝川樋門 山高川樋門
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最高水位 5.28m
令和5年7月1日 11:20

最大時間雨量 23.0mm
令和5年7月1日 6:00～7:00

総雨量約224.5mm
（24時間雨量約200mm）

今回（梅雨前線：令和5年7月1日

氾濫危険水位 5.80m

避難判断水位 4.80m

氾濫注意水位 3.80m

水防団待機水位 2.80m

４．過去に発生した同規模洪水の比較

最高水位 6.20m
平成23年9月21日 0:50

過去洪水（台風15号：平成23年9月21日）
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H23.9大洲上流域雨量観測所 累加雨量

総雨量約213.8mmmm
（24時間雨量約192mm）

最大時間雨量 23.4mm
平成23年9月20日 17:00～18:00

R5.6.30～R6.7.1 肱川橋上流域 平均雨量
H23.9 肱川橋上流域 平均雨量


